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鋼のような材料の場合 

5.2鉄筋コンクリートはりにおけるせん断応力

参考文献：大塚ら：鉄筋コンクリート工学 限界状態設計法へのアプローチ(技報堂)より 



鉄筋コンクリートはりのせん断応力分布 

5.2鉄筋コンクリートはりにおけるせん断応力

• コンクリートは弾性体 
• コンクリートの引張応
力を無視 



斜めひび割れの入った鉄筋コンクリートはり 

5.2鉄筋コンクリートはりにおけるせん断応力

応力の流れに注目 

せん断力を受けるRCはりには斜めひび割れが発生する． 

参考文献：大塚ら：鉄筋コンクリート工学 限界状態設計法へのアプローチ(技報堂)より 



せん断スパン比a/dと破壊モードの関係

出典：Bresler, B. and MacGregor, J. : Review of Concrete Beams Failing in Shear, Proceeding of ASCE, Vol.93, No.ST1, pp.343-372, 1967. 



せん断力を受けるRC部材(一般) 
RC部材がせん断力の作用を受けると，斜めひび割れが発
生する．その結果，圧縮力をコンクリートで，引張力を鉄
筋で受け持たせるというRCの基本的な機構が損なわれ，破
壊に至る場合がある．

このような破壊を一般にせん断破壊と呼んでおり，斜め
ひび割れの発生がせん断破壊の特徴である．
せん断破壊のおそれがあるRC部材には，次のようなもの
がある．
①はり・柱のような細長い部材(棒部材)

②スラブや壁などのような面状の部材(面部材)
③特殊な考慮が必要な箇所や部材(打継面，ディープビー
ムなど) 

参考文献：大塚ら：鉄筋コンクリート工学 限界状態設計法へのアプローチ(技報堂)より 



せん断力を受けるRC部材(一般) 

せん断破壊は，曲げ破壊と異なり，部材が破壊
するまであまり変形しないで，急激に耐力を失
う．
安全で合理的なRC部材の設計という観点から
は，望ましくない破壊である．
そのため，じん性(ねばり)が期待できる曲げ破
壊を先行させるように，断面寸法やせん断補強
筋を設計する． 

参考文献：大塚ら：鉄筋コンクリート工学 限界状態設計法へのアプローチ(技報堂)より 





せん断補強鉄筋を持たないはりの　　　　　　　　　　　　　　　　　
せん断力の分担とその機構
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（二羽式） 



設計せん断耐力 
（土木学会） 

Vcd =
βdβpβn fvcdbwd

γ b

fvcd = 0.20 fcd
'3 N / mm2( ), − − but , fvcd ≤ 0.72 N / mm2( )

βd = 1 / d4 d;m( ),− − −βd > 1.5→ βd = 1.5

β p = 100 pw3 , − − −β p > 1.5→ β p = 1.5

βn = 1+
2M0

Md
,− − Nd

' ≥ 0( )
but ,βn > 2→βn = 2

せん断補強筋のない場合 





 せん断補強筋を有する棒部材のせん断耐力  

参考文献：大塚ら：鉄筋コンクリート工学 限界状態設計法へのアプローチ(技報堂)より 
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せん断補強筋を有する棒部材のせん断耐力�
せん断力の分担  

参考文献：大塚ら：鉄筋コンクリート工学 限界状態設計法へのアプローチ(技報堂)より 



せん断耐力： 

　　　　Ｖ=Ｖcz＋Ｖay＋Ｖd＋Ｖs 

設計せん断耐力： 

　　Ｖyd=Ｖcd＋Ｖsd＋（Ｖped） 



Shear Strength of RC Beam 
with Shear Reinforcement 

  設計せん断耐力：Ｖyd=Ｖcd+Ｖsd+(Ｖped) 

 Ｖcd：せん断補強筋のない場合の式 

 Ｖsd：せん断補強筋の分担するせん断力 

 Ｖped：PC鋼材の分担するせん断力 



トラス理論
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トラス理論：斜めひび割れが発生したはりを静定トラスでモデル化す
る考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①コンクリート圧縮部（圧縮材），②引張鉄筋（引張材），③せん断
補強鉄筋（引張材），④斜めひび割れ間のコンクリート（圧縮材） 



トラス理論によるせん断補強筋が受け持つ�
せん断耐力  


